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　幕
末
の
安
政
３
（
１
８
５
６
）
年
、
み

ろ
く
沢
（
内
郷
）
で
発
見
さ
れ
た
石
炭
層
。

そ
の
翌
年
か
ら
採
掘
が
始
ま
り
、
常
磐
炭

田
は
、
本
州
最
大
の
炭
田
と
し
て
、
明

治
・
大
正
・
昭
和
中
期
に
か
け
て
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
賄
う
基
幹
産
業
へ
発
展

し
、
日
本
の
近
代
化
と
戦
後
復
興
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
30
年
代
に

な
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
石
炭

か
ら
石
油
へ
と
移
行
し
、
石
炭
産
業
の
斜

陽
化
と
と
も
に
、
炭
鉱
の
閉
山
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
こ
の
窮
地
を
救
う
た
め
、
石
炭

を
掘
る
た
び
に
湧
き
出
て
く
る
温
泉
を
活

用
し
た
日
本
初
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
常
磐

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
（
現
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
）
」
が
昭
和
41
（
１
９

６
６
）
年
に
誕
生
。
こ
の
年
は
、
５
市
４

町
５
村
が
合
併
し
て
「
い
わ
き
市
」
が
誕

生
し
た
年
と
同
じ
で
も
あ
り
ま
す
。

　炭
鉱
か
ら
観
光
へ
、
社
運
を
懸
け
た
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
の
目
玉
と
な
っ
た

の
が
炭
鉱
の
少
女
た
ち
に
よ
る
「
ポ
リ
ネ

シ
ア
ン
シ
ョ
ー
」
。
そ
の
ダ
ン
サ
ー
を
養

成
す
る
た
め
の
学
校
と
し
て
昭
和
40
（
１

９
６
５
）
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
「
常
磐

音
楽
舞
踊
学
院
」
で
す
。

　国
の
た
め
、
い
わ
き
の
た
め
、
家
族
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
先
人
た
ち
。
そ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、

フ
ラ
ガ
ー
ル
た
ち
は
今
日
も
舞
台
に
立
っ

て
い
ま
す
。
　

変
わ
ら
ぬ
、
瞳
を
。

フラガール
希 望 の 虹

　フラガールの学び舎である「常磐音楽舞踊学院」は、今年で創立60年を迎えました。日本で最初のフラダン
ス、ポリネシアン民族舞踊学校として、これまで428名のフラガールを生み出してきました。
　「フラシティいわき」を掲げる本市にとって、その象徴ともいえるフラガール。炭鉱と家族を救うために立ち
上がった第1期生フラガールの精神は、半世紀以上が経った今もなお、脈 と々受け継がれています。
　映画「フラガール」から18年。本特集では、さまざまな苦難を乗り越え、進化を続ける彼女たちの今を伝
えるとともに、いわきが持つ誇り高きフラ文化の魅力をお届けします。

▲初代理事長の中村豊氏と第１期生フラガール▲第１期生フラガールのレッスン風景▲オープン当時の常磐ハワイアンセンター
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踊
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３
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６
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磐
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礦
株
式
会
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設
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磐
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温
泉
観
光
株
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会
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設
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音
楽
舞
踊
学
院
設
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常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

女
子
音
楽
科
を
新
設

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
各
種
学
校
と

し
て
福
島
県
知
事
の
認
可
を
受
け
る

歌
謡
科
（
歌
謡
曲
・
民
謡
）
を
新
設

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
出
演

常
磐
炭
礦
、
全
面
閉
山

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
へ
名
称

変
更

映
画「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」公
開

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
休
館

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
全
国
き
ず
な
キ
ャ
ラ
バ

ン
」ス
タ
ー
ト

全
館
営
業
再
開

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
全
国
き
ず
な
キ
ャ
ラ
バ

ン
２
０
１
９
」ス
タ
ー
ト

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
全
国
き
ず
な
キ
ャ
ラ
バ

ン
２
０
2
1
」ス
タ
ー
ト

映
画「
フ
ラ・フ
ラ
ダ
ン
ス
」公
開

創
立
60
周
年

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
き
ず
な
ス
ク
ー
ル
２
０

２
４
」ス
タ
ー
ト
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憧
れ
の
あ
の
舞
台
へ

夢
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　デ
ビ
ュ
ー
。

　７
月
に
迎
え
た
60
期
生
た
ち
の
夢
の
初

舞
台
。
A
L
O
H
A
の
精
神
と
と
も
に
、

ひ
ま
わ
り
の
よ
う
な
明
る
さ
で
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
ま
し
た
。

　幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
フ

ラ
ガ
ー
ル
。
そ
の
「
夢
」
を
諦
め
る
こ
と

な
く
追
い
続
け
て
き
た
彼
女
た
ち
。
そ
の

陰
に
は
、
長
い
間
そ
ば
で
応
援
し
、
支
え

続
け
て
く
れ
た
大
切
な
家
族
や
友
人
た
ち

が
い
ま
す
。

　フ
ラ
は
感
謝
の
表
現
で
も
あ
り
ま
す
。

彼
女
た
ち
の
踊
り
か
ら
は
、
フ
ラ
に
出
会

え
た
感
謝
、
支
え
て
く
れ
た
愛
す
べ
き
人

た
ち
へ
の
感
謝
、
何
よ
り
も
夢
の
舞
台
に

立
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　彼
女
た
ち
の
フ
ラ
ガ
ー
ル
と
し
て
の
歩

み
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
た
く
さ
ん

の
感
動
と
希
望
、
そ
し
て
元
気
と
勇
気
を
、

こ
の
い
わ
き
か
ら
多
く
の
人
々
に
届
け
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　　 　ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
。

　今
春
、
60
期
生
と
し
て
厳
し
い
選
考
を

乗
り
越
え
た
５
名
が
、
常
磐
音
楽
舞
踊
学

院
に
入
学
し
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、
ス

パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
ダ
ン
シ
ン
グ

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
シ
ョ
ー
に
出

演
し
な
が
ら
踊
り
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

　学
院
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
フ
ラ
や
タ
ヒ

チ
ア
ン
等
、
シ
ョ
ー
で
披
露
す
る
ダ
ン
ス

だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
な
ど
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
に
必

要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ダ
ン

ス
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
マ

ナ
ー
や
礼
儀
作
法
な
ど
、
踊
り
以
外
の
科

目
を
履
修
す
る
こ
と
が
創
設
以
来
の
学
院

の
伝
統
と
な
っ
て
お
り
、
踊
り
の
技
術
を

磨
き
な
が
ら
フ
ラ
ガ
ー
ル
と
し
て
の
所
作

を
身
に
付
け
、
プ
ロ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ナ
ー
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

「
ま
ず
、
自
分
を
愛
し
て
く
だ
さ
い
」

　常
磐
音
楽
舞
踊
学
院
最
高
顧
問
で
、
開

校
当
初
の
１
期
生
か
ら
現
在
も
指
導
を
続

け
て
い
る
カ
レ
イ
ナ
ニ
早
川
さ
ん
が
フ
ラ

ガ
ー
ル
た
ち
に
贈
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。

　自
分
を
愛
す
る
こ
と
で
、
繊
細
さ
、
敬

意
、
そ
し
て
情
緒
が
表
現
さ
れ
、
視
覚
的

な
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
言
葉
を
超
え
て

心
に
響
く
よ
う
な
感
動
を
与
え
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
い
う
教
え
を
伝
え
続
け
て
い

ま
す
。

　フラガールになるという夢は、小学
5年生の時に初めてショーを観た時か
ら１度も変わりませんでした。大好き
なこの場所に毎日いられることが本当
に幸せです。「誰からも尊敬され、踊
りも笑顔も心も美しいフラガール」を
目標に、今後も努力を重ねていきます。
　「一山一家」という言葉にもあるよ
うに「Ohana」の絆を忘れずに、いわ
きの地で頑張っていきます。

　スパリゾートハワイアンズの歴史に
は、さまざまな困難や苦難があったと
学びました。これまで長い間、大切に
守り抜かれてきたこの場所で、フラ
ガールとしてフラの魅力を伝え、次の
世代へ引き継いでいきたいです。
　辛いことがあっても、同期でお互い
の苦手なことを教え合ったり、一緒に
乗り越えていくことができる、そんな
仲間に出会えたことも幸せの一つです。

　小学1年生の時、先輩方の温かい笑
顔や美しい踊りに惹かれ、フラガール
への夢を抱きました。
　幼い頃から大好きなフラをずっと続
けさせ、夢を応援してくれた家族に、
心から感謝しています。フラガールに
出会い、大好きなフラを仕事にできた
ことは、私の人生において宝物です。
憧れの存在だった先生方に教えていた
だけることもとても幸せです。

　学院でのカリキュラムには慣れてき
ましたが、うまく踊れず悔しくて涙が
出てしまう日もあります。そんな時は
同期と励まし合いながら一つ一つクリ
アしていきます。
　フラガールは、何の取り柄もない私
に夢を与えてくれた存在です。どんな
に苦しい時でも笑顔を絶やさず、60年
の伝統をつないでいけるフラガールに
なりたいです。

　私は、昨年９月にダンサーを引退し、
現在は、常磐興産㈱の広報担当として
充実した日々を送っています。
　フラは、思いや感情を「言葉」では
なく「身体」で表現するので、観客の
皆さんとダンサーとの心のつながりが
できる素晴らしい踊りです。また、先
輩方から受け継いだ伝統と技術を次世
代につなぎながら人として、フラガー
ルとして成長し、一人一人の個性と
なって「踊り」に表現されています。

　震災やコロナ禍など、自らが大変な
時でもずっと踊り続けてきた先輩方が
いたからこそ、私たちは60期生として
学院に入学できています。
　デビューステージでは、これまで支
えてくれた家族や友人、たくさんのお
客様に感謝の気持ちを込めて、同期と
の絆を感じながら踊ることができまし
た。これからも「心に響くフラガー
ル」を目指し、精進してまいります。

常磐興産株式会社
営業企画グループ

第18代
スパリゾートハワイアンズ
ダンシングチーム
キャプテン

小室 美咲さん

　フラガールが大切にしている精神があります。皆さんもよく耳にする
ALOHA（アロハ）という言葉。
　A（アカハイ）：優しさ、L（ロカヒ）：調和、O（オルオル）：心地よさ、
H（ハアハア）：謙虚さ、A（アホヌイ）：忍耐の意味を持っており、この気
持ちを抱き続けることで、自分にも他人にも愛情を持って大切にする、という
精神です。
　とても短い言葉ですが、たくさんの想いと奥深さが詰まった素敵な言葉です。

A L O H A の 精 神

MOMOKA
60期生

埼玉県出身

MIMI
60期生

埼玉県出身

NOZOMI
60期生

東京都出身

YUMENO
60期生
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　デ
ビ
ュ
ー
。

　７
月
に
迎
え
た
60
期
生
た
ち
の
夢
の
初

舞
台
。
A
L
O
H
A
の
精
神
と
と
も
に
、

ひ
ま
わ
り
の
よ
う
な
明
る
さ
で
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
ま
し
た
。

　幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
フ

ラ
ガ
ー
ル
。
そ
の
「
夢
」
を
諦
め
る
こ
と

な
く
追
い
続
け
て
き
た
彼
女
た
ち
。
そ
の

陰
に
は
、
長
い
間
そ
ば
で
応
援
し
、
支
え

続
け
て
く
れ
た
大
切
な
家
族
や
友
人
た
ち

が
い
ま
す
。

　フ
ラ
は
感
謝
の
表
現
で
も
あ
り
ま
す
。

彼
女
た
ち
の
踊
り
か
ら
は
、
フ
ラ
に
出
会

え
た
感
謝
、
支
え
て
く
れ
た
愛
す
べ
き
人

た
ち
へ
の
感
謝
、
何
よ
り
も
夢
の
舞
台
に

立
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　彼
女
た
ち
の
フ
ラ
ガ
ー
ル
と
し
て
の
歩

み
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
た
く
さ
ん

の
感
動
と
希
望
、
そ
し
て
元
気
と
勇
気
を
、

こ
の
い
わ
き
か
ら
多
く
の
人
々
に
届
け
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　　 　ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
。

　今
春
、
60
期
生
と
し
て
厳
し
い
選
考
を

乗
り
越
え
た
５
名
が
、
常
磐
音
楽
舞
踊
学

院
に
入
学
し
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、
ス

パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
ダ
ン
シ
ン
グ

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
シ
ョ
ー
に
出

演
し
な
が
ら
踊
り
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

　学
院
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
、
フ
ラ
や
タ
ヒ

チ
ア
ン
等
、
シ
ョ
ー
で
披
露
す
る
ダ
ン
ス

だ
け
で
な
く
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
な
ど
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
に
必

要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ダ
ン

ス
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
マ

ナ
ー
や
礼
儀
作
法
な
ど
、
踊
り
以
外
の
科

目
を
履
修
す
る
こ
と
が
創
設
以
来
の
学
院

の
伝
統
と
な
っ
て
お
り
、
踊
り
の
技
術
を

磨
き
な
が
ら
フ
ラ
ガ
ー
ル
と
し
て
の
所
作

を
身
に
付
け
、
プ
ロ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ナ
ー
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

「
ま
ず
、
自
分
を
愛
し
て
く
だ
さ
い
」

　常
磐
音
楽
舞
踊
学
院
最
高
顧
問
で
、
開

校
当
初
の
１
期
生
か
ら
現
在
も
指
導
を
続

け
て
い
る
カ
レ
イ
ナ
ニ
早
川
さ
ん
が
フ
ラ

ガ
ー
ル
た
ち
に
贈
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。

　自
分
を
愛
す
る
こ
と
で
、
繊
細
さ
、
敬

意
、
そ
し
て
情
緒
が
表
現
さ
れ
、
視
覚
的

な
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
言
葉
を
超
え
て

心
に
響
く
よ
う
な
感
動
を
与
え
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
い
う
教
え
を
伝
え
続
け
て
い

ま
す
。

　フラガールになるという夢は、小学
5年生の時に初めてショーを観た時か
ら１度も変わりませんでした。大好き
なこの場所に毎日いられることが本当
に幸せです。「誰からも尊敬され、踊
りも笑顔も心も美しいフラガール」を
目標に、今後も努力を重ねていきます。
　「一山一家」という言葉にもあるよ
うに「Ohana」の絆を忘れずに、いわ
きの地で頑張っていきます。

　スパリゾートハワイアンズの歴史に
は、さまざまな困難や苦難があったと
学びました。これまで長い間、大切に
守り抜かれてきたこの場所で、フラ
ガールとしてフラの魅力を伝え、次の
世代へ引き継いでいきたいです。
　辛いことがあっても、同期でお互い
の苦手なことを教え合ったり、一緒に
乗り越えていくことができる、そんな
仲間に出会えたことも幸せの一つです。

　小学1年生の時、先輩方の温かい笑
顔や美しい踊りに惹かれ、フラガール
への夢を抱きました。
　幼い頃から大好きなフラをずっと続
けさせ、夢を応援してくれた家族に、
心から感謝しています。フラガールに
出会い、大好きなフラを仕事にできた
ことは、私の人生において宝物です。
憧れの存在だった先生方に教えていた
だけることもとても幸せです。

　学院でのカリキュラムには慣れてき
ましたが、うまく踊れず悔しくて涙が
出てしまう日もあります。そんな時は
同期と励まし合いながら一つ一つクリ
アしていきます。
　フラガールは、何の取り柄もない私
に夢を与えてくれた存在です。どんな
に苦しい時でも笑顔を絶やさず、60年
の伝統をつないでいけるフラガールに
なりたいです。

　私は、昨年９月にダンサーを引退し、
現在は、常磐興産㈱の広報担当として
充実した日々を送っています。
　フラは、思いや感情を「言葉」では
なく「身体」で表現するので、観客の
皆さんとダンサーとの心のつながりが
できる素晴らしい踊りです。また、先
輩方から受け継いだ伝統と技術を次世
代につなぎながら人として、フラガー
ルとして成長し、一人一人の個性と
なって「踊り」に表現されています。

　震災やコロナ禍など、自らが大変な
時でもずっと踊り続けてきた先輩方が
いたからこそ、私たちは60期生として
学院に入学できています。
　デビューステージでは、これまで支
えてくれた家族や友人、たくさんのお
客様に感謝の気持ちを込めて、同期と
の絆を感じながら踊ることができまし
た。これからも「心に響くフラガー
ル」を目指し、精進してまいります。
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　フラガールが大切にしている精神があります。皆さんもよく耳にする
ALOHA（アロハ）という言葉。
　A（アカハイ）：優しさ、L（ロカヒ）：調和、O（オルオル）：心地よさ、
H（ハアハア）：謙虚さ、A（アホヌイ）：忍耐の意味を持っており、この気
持ちを抱き続けることで、自分にも他人にも愛情を持って大切にする、という
精神です。
　とても短い言葉ですが、たくさんの想いと奥深さが詰まった素敵な言葉です。
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し
て
、
何
よ
り
も
被
災
さ
れ
た
方
へ
元

気
と
希
望
を
届
け
る
た
め
、
き
ず
な

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　炭
鉱
の
危
機
や
東
日
本
大
震
災
の
危

機
を
乗
り
越
え
、
受
け
継
が
れ
て
き
た

フ
ラ
ガ
ー
ル
た
ち
の
不
屈
の
精
神
。
そ

の
姿
に
多
く
の
方
が
笑
顔
を
取
り
戻
し
、

前
に
進
む
力
に
変
え
て
い
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　フ
ラ
ガ
ー
ル
た
ち
が
苦
難
の
た
び
に

紡
い
で
き
た
、
た
く
さ
ん
の
「
絆
」
。

こ
れ
は
、
炭
鉱
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
「
一
山
一
家
」
と
い
う

強
い
団
結
力
を
表
す
証
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　そ
し
て
本
年
、
新
た
な
活
動
「
フ
ラ

ガ
ー
ル
き
ず
な
ス
ク
ー
ル
2
0
2
4
」

が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　県
内
全
59
市
町
村
の
各
小
学
校
１
校

を
訪
問
し
、
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し

て
い
な
い
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け

て
「
生
き
抜
く
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
未

来
に
向
け
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
姿
勢

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　フ
ラ
ガ
ー
ル
自
身
の
東
日
本
大
震
災

や
コ
ロ
ナ
禍
の
体
験
を
も
と
に
、
諦
め

な
い
気
持
ち
と
仲
間
の
大
切
さ
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
で
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
希
望
と
力
を
届
け
て
い
ま
す
。

　全
国
に
笑
顔
を
。

　2
0
1
1
年
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

は
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
フ
ラ
ガ
ー

ル
た
ち
は
踊
る
場
を
失
い
ま
し
た
。

　自
ら
も
被
災
し
、
日
本
中
が
大
き
な

悲
し
み
に
包
ま
れ
る
中
、
彼
女
た
ち
は

「
涙
」
で
は
な
く
「
笑
顔
」
を
選
び
、

前
に
進
み
出
し
ま
し
た
。

　原
発
事
故
の
風
評
被
害
に
あ
え
ぐ
故

郷
い
わ
き
市
、
福
島
県
を
復
興
さ
せ
る

た
め
、
自
分
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
せ

る
た
め
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
全
国
き
ず
な

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
。
避
難
所

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
全
国
26
都
府
県

と
韓
国
・
ソ
ウ
ル
を
含
む
1
2
5
カ
所

で
2
4
7
回
の
公
演
を
行
い
、
多
く
の

人
々
に
笑
顔
と
勇
気
を
届
け
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
2
0
1
6
年
の
熊
本
地
震
、

2
0
1
8
年
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
は
、

東
日
本
大
震
災
の
支
援
へ
の
感
謝
、
そ

　自分たちが生まれる前から続く
フラガールの歴史は本当にすごい
と思いますし、その１ページに微
力ではありますが、携われている
ことをとても光栄に思います。
　創立当時から現在も指導し、師
としているカレイナニ早川先生の
お言葉は力強く、芯があり、伝統
を守り続けてきた説得力がありま
す。フラガールたちには、この先
もずっと大切に守り続けていって
ほしいと願っています。
　フラの魅力は、手の振り付けの
ハンドモーションで曲の歌詞の意
味、感情を伝え、そこに自分の表
情や表現でより豊かなものにでき
るところです。踊りにゴールはな

く、追求していけばいくほどおも
しろい魅力があります。
　キャプテンになり、より多くの
メンバーと深く関わることができ
たと思っています。責任が重圧と
感じることはなく、背中を押して
くれていると考えるようにしてい
ます。
　フラガールは、私に夢と希望を
与えてくれた存在です。その憧れ
ていた先輩方がたくさんの方と紡
いできた絆。私も皆さんに笑顔や
元気をお届けできる希望の存在に
なれていればうれしいです。また、
ショーを観た子どもたちに夢を与
え、未来のフラガールたちとの懸
け橋にもなりたいです。

　フラガールたちの精神的な支柱ともいえる存在。60年という
長い歴史の中でキャプテンを務めたのはたったの19人。
　ダンスの実力はもちろん、ダンシングチームをまとめるリー
ダーシップや指導力など、さまざまな器量が求められます。

第19代キャプテン　マーラエ穂里さん
み の り
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　故
郷
へ
の
愛
。

　ど
ん
な
苦
難
が
襲
っ
て
も
、
フ
ラ
ガ
ー
ル

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
。
フ
ラ
ガ
ー
ル
だ
か

ら
こ
そ
す
べ
き
こ
と
を
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
考
え
、
踊
り
を
と
お
し
て
表
現
し
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
フ
ラ
ガ
ー
ル
た
ち
の
踊
り
は

「
愛
」
そ
の
も
の
で
す
。

　常
磐
炭
鉱
の
危
機
を
救
っ
た
フ
ラ
ガ
ー
ル
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
復
興
の
象
徴
と

な
っ
た
フ
ラ
ガ
ー
ル
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
笑
顔

を
届
け
る
た
め
舞
台
に
立
ち
続
け
た
フ
ラ

ガ
ー
ル
。
そ
の
挑
戦
に
は
、
い
つ
だ
っ
て
故

郷
を
守
る
た
め
の
「
愛
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　黒
い
ダ
イ
ヤ
と
呼
ば
れ
、
隆
盛
を
誇
っ
た

石
炭
産
業
。
あ
れ
か
ら
60
年
、
当
時
、
生
き

る
た
め
だ
っ
た
踊
り
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

の
笑
顔
と
絆
、
そ
し
て
愛
を
紡
ぐ
「
虹
」
と

な
り
、
ダ
イ
ヤ
に
負
け
な
い
希
望
の
輝
き
で

今
日
も
地
域
を
照
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。

　歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
文
化
を
築
き
上

げ
た
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
と
い
う
物
語
。

　新
た
な
ペ
ー
ジ
が
こ
れ
か
ら
も
、
い
わ
き

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
し
て
綴
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

　笑
顔
は
、
生
き
る
力
に
な
る
。

　こ
れ
は
、
観
客
だ
け
で
な
く
、
舞
台
に
立

つ
フ
ラ
ガ
ー
ル
た
ち
に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と

で
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て

長
い
期
間
、
人
や
物
の
動
き
は
制
限
さ
れ
、

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
も
休
館
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
続

き
、
ま
た
も
や
踊
る
場
を
失
っ
た
フ
ラ
ガ
ー

ル
た
ち
。
そ
れ
で
も
、
彼
女
た
ち
は
毎
日
、

無
観
客
の
舞
台
に
立
ち
続
け
、
踊
り
の
技
術

を
磨
き
続
け
ま
し
た
。
先
が
見
え
な
く
て
も

観
客
の
前
で
踊
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
、

そ
し
て
願
い
、
最
高
の
笑
顔
と
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
を
届
け
る
た
め
に
。

　フ
ラ
は
、
ま
だ
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
時

代
か
ら
ハ
ワ
イ
に
伝
わ
る
民
族
舞
踊
。
手
話

と
同
じ
よ
う
に
、
振
り
付
け
の
手
の
動
き
一

つ
一
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
、
愛
や
喜

び
、
感
謝
な
ど
の
感
情
を
表
現
し
ま
す
。
ま

さ
に
、
相
手
が
あ
っ
て
の
踊
り
と
い
え
ま
す
。

　改
め
て
痛
感
し
た
、
観
客
の
前
で
踊
れ
る

こ
と
の
幸
せ
。
観
客
の
笑
顔
が
フ
ラ
ガ
ー
ル

自
身
、
そ
し
て
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
と
し
て

の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

た
い
ま
、
彼
女
た
ち
が
魅
せ
る
シ
ョ
ー
は
、

笑
顔
の
大
切
さ
と
か
け
が
え
の
な
さ
を
よ
り

一
層
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

虹
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　本市
に
と
っ
て
、
フ
ラ
は
広
い
世
代

に
愛
さ
れ
、
交
流
、
芸
術
、
健
康
、
食

な
ど
、
多
岐
に
渡
り
「
文
化
」
と
し
て

根
付
い
て
い
ま
す
。

　歴史
が
文
化
を
形
成
し
、
文
化
が
歴

史
を
照
ら
し
、
相
互
に
影
響
し
合
い
な

が
ら
、
未
来
を
築
き
ま
す
。

　歴史
と
文
化
か
ら
生
ま
れ
た
「
フ
ラ

シ
テ
ィ
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン

セ
プ
ト
。
た
く
さ
ん
の
方
に
愛
さ
れ
る

地
域
を
と
も
に
創
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　本市
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
々
へ

知
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
、
そ
れ
が

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　その
中
心
に
置
い
て
い
る
の
が
「
フ

ラ
」
で
あ
り
、
他
の
地
域
に
は
な
い
本

市
だ
け
が
持
つ
強
力
な
地
域
資
源
で
す
。

こ
れ
を
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
よ

り
一
層
磨
き
上
げ
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
育
て
、
拡
げ
て
い
く
。

　まさ
に
、
長
き
に
渡
り
フ
ラ
ガ
ー
ル

た
ち
が
紡
ぎ
、
伝
え
続
け
て
き
た
誇
る

べ
き
地
域
資
源
で
す
。

　カウアイ郡といわきとの神秘的なつながりを知り、
ハワイやフラを生かしたまちづくりに貢献したいと考
え「カウアイカフェ」をオープンしました。ハワイと
いう非日常的な空間で素敵な時間を過ごしてもらうた
め、食事はもちろん、インテリアや食器などにもこだ
わっています。毎月、店内でディナータイムに開催し
ているフラダンスショー
も好評です。たくさんの
方に身近なハワイとして
「喜び」を提供し、フラ
文化を拡げていきたいで
す。

　1992年にハワイ州を直撃したハリケーン・イニキ
被害への支援活動をきっかけに「カウアイ日本文化
祭」へ参加するなど、カウアイ郡との交流を進めてき
ました。2011年の東日本大震災時には、支援のお返
しをしていただき、さらに絆が深まり、2016年に国
際姉妹都市締結が実現しました。

　私たちの夢は、若い世代
の人たちに、踊りや音楽な
どの文化を通して盛んな交
流が生まれることです。今
後も、ハワイとの交流を未
来へつなげていきます。

　今年で12回目を迎えた「フラガールズ甲子園」。
高校生たちが気持ちを一つにして自分たちの踊りを作
り上げる。その達成感と心の豊かさが成長につながり
ます。上手下手でなく、フラに大切なのは「踊るここ
ろ」。その心を通じ合わせることが「文化」となりま
す。いわきの宝物とも言える「フラ文化」を皆さんと
ともに磨き上げ、世界へ
発信し、地域の活性化に
つなげるための応援活動
にも取り組んでまいりま
す。
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